令和３年度

　　　

事　業　計　画　書

　　　　

　　　　　　

一般社団法人

めりぃ

1.施設の概要

	　　　　施設の種類
	就労継続支援事業B型

	　　　　施設の名称
	めりぃ

	施設の所在地
	香川県綾歌郡宇多津町平山2628-146

	経営主体
	一般社団法人めりぃ

	指定年月日
	平成29年7月1日

	利用定員
	20名


2.基本方針

「今日一日を笑顔で精一杯楽しく生きる」を経営理念に掲げ、基本的な日常生活習慣や、地域で生活するために必要な社会性を身につけるための支援を行う。

3.運営方針

　　事業所は、利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むことが出来るよう、利用者に対して就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動の機会を通じて、知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の便宜を適切かつ効果的に行うものとする。

２．利用者の意思及び人格を尊重して、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めるものとする。

　３．地域との結びつきを重視し、市町村、他の障害福祉サービス事業者その他の保健医療サービス及び福祉サービスを提供するものとの連携に努めるものとする。

４．利用者の人権の擁護及び虐待の防止等のため、責任者を設置する等必要な体制の整備を行うとともに、その従事者に対し、研修を実施する等の措置を講ずるように努めるものとする。

５．前４項のほか、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成24年法律第51号)(以下「法｣という)及び香川県社会福祉施設等の人員、設備及び運営等の基準に関する条例（平成24年香川県条例第52号）その他関係法令等を遵守し、事業を実施するものとする。

4.目指すべき職場環境

1. 従業員が継続して働ける環境を作る。（有給休暇を取りやすい仕組みを継続していく）
2. 役割認識　　常に組織と自分の役割を意識しながら業務に従事するとともに、他者の役割を理解し、尊重する。

3. コミュニケーション　　地位や年齢、職種に関係なく、必要なことを相手にきちんと伝え、つなげていくことができる。また、相手の話をきちんと聞くことが出来る。

5.職務分析

【管理者】

　利用者の安全確保　　　　　　　　　損害賠償に関する業務

　施設設備の維持管理と環境整備　　　利用者の健康管理

　防犯・防災対策　　　　　　　　　　行事、地域交流などの実施

　計画的な予算執行と運営管理　　　　関係機関との連携

　適切な職員配置　　　　　　　　　　虐待防止等の職員教育

　事業報告の提出　　　　　　　　　　施設全般のリスクマネジメント

予算管理・・収入予測と管理、当初、補正予算等

【サービス管理責任者】

　利用者に対するアセスメント　　　　利用者からの苦情の相談

　個別支援計画の作成と変更　　　　　支援内容に関連する関係機関と

　個別支援計画の説明と交付　　　　　の連絡調整

　サービス提供内容の管理　　　　　

サービス提供プロセスの管理　　　　　　　

個別支援計画策定会議の運営　　

サービス提供職員に対する技術的な指導と助言　　　　　　　　　　　

サービス提供記録の管理　　　　　　　　　　　　　　　等

【主任指導員】

　業務改善力・企画立案力・部下指導、育成力、虐待防止委員会委員長
　組織の目標に沿った業務遂行・職員の指導育成・緊急時の対応

【職業指導員】

　利用者のケース記録　　　　　　　　担当利用者家族との相談・援助

　企業との連絡・調整　　　　　　　　作業効率を上げるための工夫

　　　　　　　　等

【生活支援員】

　　　　家族支援

環境美化　　　　日用品管理

　利用者のケース記録

　担当利用者家族との相談・援助

　基本的生活支援(食事、排泄、移動、整理整頓、危険回避、生活相談、健康管理等)　　　　　　　　　　　　　　　等

【目標工賃達成指導員】

　　　　　目標工賃を達成するための計画立案と実施　　　等

自主生産品販路の開拓と販売

6．利用者事実関係　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年３月３１日現在
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7.年間行事計画

	4月
	

	5月
	たこ焼きパーティー

	6月
	笑いヨガ教室

	7月
	

	8月
	バーベキュー

	9月
	日帰りドライブ

	10月
	

	11月
	外食

	12月
	笑いヨガ教室

	1月
	おでんパーティー

	2月
	

	3月
	花見


8．保健衛生

　　感染症対策

　　　感染予防対策マニュアルに準拠し蔓延しないように必要な措置を講ずる。新型コロナウィルス感染症発生時における業務計画を実施する。感染症全般については職員が感染源とならないように、職員自身も予防接種や手洗い、手指消毒、うがいを励行し、健康に留意する。換気にも留意する。年に一回は感染症の予防研修を実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9．職員関係

　（１）研修

　　　　職員の資質向上のために対外研修、事業所内外研修を計画的に実施する。ズーム研修の参加を積極的に行う。専門的な知識と技能を修得できる機会を拡げ、職場全体のスキルアップを図る。

	　　　実施月
	内　容
	担　当


	4月
	事業計画周知会
	管理者

	5月
	　
	

	6月
	事例検討会
	桃園乃会

	7月
	新人研修会
	桃園乃会

	8月
	計画相談について
	相談支援専門員

	9月
	先進地視察
	桃園乃会

	10月
	幹部職員研修会
	桃園乃会

	11月
	虐待研修
	桃園乃会

	12月
	感染症について
	県

	1月
	作業部会
	桃園乃会

	2月
	　中堅職員研修会
	桃園乃会

	3月
	
	


10.　防災関係

　　　火災の発生を防止するため、万全の対策を確立し実践する。防災設備の充実と併せて職員による防火管理と防火意識の向上により、防火管理の重要性を認識し、防火管理及び自衛消防体制の整備を図る。特に、避難誘導には万全を尽くす。避難場所として聖通寺への避難を練習していく。
1 日常の火気点検、消防設備の点検整備と火気取り扱い等の防火教育の徹底

2 年２回以上の消火、通報訓練および避難訓練を実施【シェイクアウト訓練】

3 ライター、マッチ等の火気管理の徹底

4 防火用の設備、電気設備等は消防設備士、点検資格者に依頼をして点検・検査を年2回、行なう。

（1） 安全対策

ア　危険箇所の改善（リスクマネジメント）

イ　救命救急措置の習得

ウ　事故発生時の対応マニュアルの整備

エ　危険薬剤等の管理の徹底

オ　起こった事故の原因分析

カ　事故補償

（2） 災害対策

ア　利用者の状況に応じた避難体制の確保

イ　広域避難場所の確認（緊急時避難場所への避難訓練）
ウ　災害時の連絡体制の確保

11．車両管理

　　　事故の発生0件を目指す。利用者の安全を最優先し安全運転

　　に徹すると共に車両を大切に扱う。物損事故でも報告すること。
	車名
	車両番号
	登録年月日
	次回車検日

	モビリオ
	香530す3437　　


	H２９年５月１２日


	R５年３月２６日



	ステップワゴン
	香５０１つ７７
	H３０年１月９日


	R４年７月１１日



	ダイハツステーションワゴン
	香５０１ち
５５５０
	R１年６月３日


	R3年8月3日

	
	
	
	


●車両管理の役割

　①車両利用職員　　　　・運行記録の整理

　　　　　　　　　　　　・事故報告書の整理　　清掃

　　　　　　　　　　　　・始業点検　・車内禁煙
　　　　　　　　　　　　・故障・異常の発見後は管理者に報告　　　　　

　　　　　　　　　　　　・安全運転を心がける。大切に使用する。

12．地域への働きかけ

　　障害福祉サービス事業所として福祉ニーズを把握し、地域の要望に応えていくことは法人の使命であり、障がい者分野に限らず幅広い実践が求められる。また、現在関わりのある地域の方々と積極的な交流を図ることにより法人の取り組みに理解をいただき、地域の中で役割を果たしていくことにもつながる。

ボランティア・実習生の受け入れ時には、相談のうえ具体的にプログラムを策定し、活動の円滑化を図る。また、ボランティアに来て頂いた方の新鮮な考えや一般の人たちの感覚や意見を施設運営に反映させるように配慮する。

13．修繕・美化

①破損した箇所が見つかり次第、修理可能であれば直ちに修繕する。

②職員での修理が難しいと判断した場合は業者への修繕見積もりを依頼してからの修繕を行なう。

③就業日の１５時５５分から５分間清掃の時間にあてる。

④施設の換気には十分気をつけ、トイレ・下水等の悪臭のない清潔な環境を心がける。

14.各種会議

　　　
	会議名
	参加職員
	回数
	記録
	内容

	
	
	
	
	

	ケアカンファレンス（個別支援計画策定会議）
	全職員


	適宜


	　　有
	利用者支援の現状・問題解決・支援方法共有のための討議等

	職員会議
	全職員
	月1回
	　　有
	議題に沿って討議


15．苦情解決・苦情処理について

　　苦情解決要綱に基づき適切に対応を行なう。その処理内容は第三者委員に報告を行なう。

16．各事業の方向性について

【就労継続支援B型】

働くことを通して・・・
「人に褒められること、人の役に立つこと、人から必要とされている」と感じることが出来るように支援をする。利用者様に自信を持って頂けるように支援していく。FacebookやSNSを利用して地域へ事業所の存在をアピールしていく。
仕事に使う物品がどこにあるかを誰でもわかるように整理・整頓をしていく。作業用倉庫を整備することで作業室の整理整頓をして、資材置き場と完成品の置き場所を別の場所にしていく。十分な通路が確保できるようにしていく。
仕事の見える化を図っていく。手順や完成品については写真に残す等の工夫をしていく。
1. 施設外就労で農作業に参加する。にんにくの収穫、植え付け、芽だし作業など（琴平）やブロッコリー定植作業など。

2. 香川シームレス株式会社、横川ポリエチレン、丸善工業株式会社、味大黒、尾崎スクリーン、レガルト、佐藤紙器、ヤマガタ、、ケーズライフ、マルータから内職の仕事を受注する。

3. 手作り無添加の石鹸の製造・販売
4. 委託販売（備蓄用パン）販売・・・バザー等

・今年度の平均工賃は13,000～15,000円を目指します。

